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令和４年９月定例市議会の質疑・一般質問 

 

 ９月１２日（月） 午前 10 時～ 質問者順  

 

① 岸本和也議員 〔公政会〕 

発 言 事 項 内       容 

質疑１ 

第44号議案 

三木市太陽光発電施設の設置に関する条例の制定 

(1) 条例の制定に至った経緯 

(2) 造成を伴う敷地の安全基準 

(3) 近隣関係者への説明責任（同意書） 

(4) 市の責務 

質疑２ 

第48号議案 

三木市都市公園条例の一部を改正する条例の制定 

(1) スケートボードパークの特色と将来的な利用人数見込み・大会開

催の可能性 

(2) １回利用の料金 

(3) 秋冬の供用時間とお盆や年末年始 

質疑３ 

第49号議案 

令和４年度三木市一般会計補正予算（第６号） 

(1) 抗原検査キットの無料配布対象年齢が２～59 歳までである理由

と根拠 

(2) 自宅療養者支援事業の内容と現状・ＰＲ 

一般質問１ 

中央公民館等複合施

設整備基本構想につ

いて 

周辺整備と周辺のにぎわいづくり 

一般質問２ 

子育て環境（おむ

つ・給食）について 

(1) 市内こども園・保育園のおむつ持ち帰りの現状と今後 

(2) こども園・保育園向けおむつのサブスクサービス 

(3) 庁舎内における授乳室の有無と表記・おむつの持ち帰り 

(4) 学校給食におけるオーガニック導入 

(5) 学校給食における小麦等の国産化 

(6) 学校給食に必要な食材の市内での作付依頼 

一般質問３ 

プレミアムお買物券

事業について 

(1) 現在行っているプレミアムお買物券の現状（残りセット数と募集

状況） 

(2) プレミアムお買物券が完売しなかった場合のその後の対応 

(3) 今回最初の募集で完売しなかった原因 

(4) 今後の事業におけるデジタル化（ネット申し込みとデジタル商品

券導入） 

 

② 初田稔議員 〔よつ葉の会〕 

発 言 事 項 内       容 

一般質問１ 

令和４年度全国学

力・学習状況調査の

結果について 

(1) 結果に対する評価 

(2) 全国の数値と比較して全てがマイナスポイントとなった原因 

(3) 全国平均まで改善するための対策 

一般質問２ 

市内の観光施設等に

(1) 三木を代表する観光地の１つである三木城址、上の丸公園に有っ

たはずの公衆用トイレが、上の丸保育所撤去と共に無くなってい
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ついて るが、トイレ撤去の理由と今後の対策 

(2) 上の丸公園に本丸跡があるが、詳細な案内看板が無いため、たど

り着けないとの声を聞く。初めて三木を訪れる観光客向けの親切

で分かり易い看板の設置 

(3) 旧小河家別邸の庭園の修繕工事 

・別邸を代表する見どころである主庭の池泉回遊式の貯水問題が

魅力を半減させている 

・表門入口の蘇鉄の根起こしにより大きな石が通路に落ちる危険

性がある 

この２点について、修繕工事は４〜５年前からお願いしている事

項であり、県を通じて文化庁に調査依頼をしていただいているこ

とと思うが進捗状況は 

一般質問３ 

中央公民館等複合施

設基本構想について 

(1) ６月 28 日から８回にわたり説明会を開催されたが、まず初めに

最も影響が大きいと思われる近隣の住民への説明がなされるべき

だったと考えるが、そうされなかった理由 

(2) 正式に三木商工会議所に説明された日程 

(3) 調査・検討を始められた時期 

(4) この地で建設される以上、広い意味で「地域の発展」を前面に出

し、ランドマーク的な施設として、若者が集える施設にしていた

だきたい等の市民の声があがっていること 

(5) 交通の便利な立地であることから、市内外から、多くの人に質の

高い文化・芸術に親しんでいただけるよう、市民ギャラリーのコ

ーナーの設置を要望する声も寄せられているが、設置により、文

化の発信の拠点として、また会館の利用促進にも繋がること 

一般質問４ 

フードロス対策につ

いて 

ウクライナ問題や異常気象、円安による輸入食材の高騰など、迫り

くる食糧危機が現実味を帯びてきており、食糧自給率が低いわが国

は長期的に真剣に対策を講じる必要があるが、三木市民にフードロ

ス低減の意識を高めていただくと共に、ＳＤＧｓの観点からフード

ロス対策に取り組む必要性 

 

③ 松原久美子議員 〔公明党〕 

発 言 事 項 内       容 

質疑１ 

第44号議案 

三木市太陽光発電施設の設置に関する条例の制定 

(1) 禁止区域 

(2) 廃止 

質疑２ 

第48号議案 

三木市都市公園条例の一部を改正する条例の制定 

(1) 使用料 

(2) 不正利用防止の対策 

質疑３ 

第49号議案 

令和４年度三木市一般会計補正予算（第６号） 

(1) ふるさと納税返礼品開発支援事業 

ア 事業内容 

(2) 自宅療養者支援事業 

ア 事業内容 

一般質問１ 

災害廃棄物処理計画

について 

(1) 廃棄物の仮置き場として必要な面積は確保できているのか 

(2) 地域の集積所は自治会と話し合い決められているのか 

(3) 災害発生後の集積所や仮置き場の市民への周知・広報 
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(4) 三木市国土強靭化地域計画には、「三木市災害廃棄物処理計画」

の実効性の向上に向けて教育訓練により人材育成を図る必要があ

るとあるが、現在の取組状況 

一般質問２ 

養育支援訪問サービ

スについて 

(1) 利用件数と利用者の状況、どのような支援が求められているか 

(2) 子どもがある程度成長してもこのサービスは使えるのか 

(3) 妊娠・出産から子育てまでの切れ目ない支援を行う事業として、

子育て世帯訪問支援臨時特例事業を活用し、家事・子育て支援サ

ービスの充実が図れないか 

一般質問３ 

図書館の活性化につ

いて 

(1) 第３次三木市立図書館活性化構想策定について、第２次構想から

策定がされていない理由と今後の予定 

(2) コロナ禍での図書館運営の課題と評価 

(3) 高齢者や障がい者も快適に読書を楽しめる電子書籍の導入 

(4) ＧＩＧＡスクール構想のもと、児童生徒の1人 1台端末等のＩＣ

Ｔ環境を活用した新しい学びを進めるため、市内小中学校と市立

図書館が連携した電子書籍の活用についての考え 
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令和４年９月定例市議会の質疑・一般質問 

 

 ９月１３日（火） 午前 10 時～ 質問者順  

 

① 大眉均議員 〔日本共産党〕 

発 言 事 項 内       容 

一般質問１ 

高校再編について 

(1) 市内３つの高校を１つに統合する再編案 

ア 現状と地域社会および進路についての影響をどのように受け

とめているか 

(2) 再編にあたって、保護者や中学生、高校生、地域の意見を聞くこ

と 

一般質問２ 

学校給食について 

(1) 給食資材の値上がりの影響と対策 

(2) パン用の小麦粉を国産、地元産に切り替えること 

(3) 主食を米飯にすること 

(4) 三木市産、減農薬、有機農産物を増やしていく取組 

一般質問３ 

国民健康保険につい

て 

(1) 今年度の保険税が引き上げられたが、賦課額と一人当たりの保

険税額はどのようになっているか 

(2) 子どもの均等割をなくすこと 

(3) 短期保険証、資格証明書の発行 

(4) 傷病手当金 

(5) 保険税の減免 

一般質問４ 

農業振興について 

(1) 資材高騰対策 

(2) 農業経営者経営継続支援給付金 

(3) 人・農地プランの策定と農地利用 

(4) 農地中間管理機構の役割と活用 

 

② 新井謙次議員 〔志公〕 

発 言 事 項 内       容 

質疑１ 

第48号議案 

三木市都市公園条例の一部を改正する条例の制定 

(1) 条例の改正内容及び改正後の運営、管理方法 

(2) 使用料を1日単位ではなく年間単位にした理由 

(3) 現在の無料での登録者数から見込まれる有料登録者数（市内・市

外）及び年間使用料の収入見込み額 

質疑２ 

第49号議案 

 

令和４年度三木市一般会計補正予算（第６号） 

(1) 新型コロナウイルスオミクロン株対応ワクチン接種等 

ア 現在の三木市のコロナ感染者数及びワクチン接種事業体制 

イ 事業費３億702万８千円の内訳 

ウ オミクロン株対応ワクチンの内容及び接種方法 

一般質問１ 

三木スケートボード

パークのリニューア

ル工事後の運営につ

いて 

(1) リニューアル工事の概要と工事費 

(2) リニューアル工事後のオープンの周知方法とイベント開催等を行

う予定はあるのか 

(3) 広告等の看板の設置等は出来るのか 
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一般質問２ 

青山７丁目団地再耕

プロジェクト事業に

ついて 

(1) プロジェクト事業の進捗状況と今後の予定 

(2) プロジェクト事業に関する住民説明会の予定 

一般質問３ 

学校給食について 

(1) 伝統食を中心とした献立の実施 

(2) 三木市の給食情報を開示すること 

(3) 三木市産の減農薬米、無農薬米を１回からでも給食の食材として

使用すること 

(4) 親が納得したうえで給食での牛乳を選択制にすること、また、飲

まない子の給食費における牛乳代を減額すること 

 

③ 古田寛明議員 〔走政クラブ〕 

発 言 事 項 内       容 

一般質問１ 

スマートシティモデ

ル地区採択について 

(1) モデル地区に応募した理由 

(2) モデル事業に設定する三木市の課題 

(3) 地区コンソーシアム（共同事業体）の組成 

(4) 三木市及び市民にとってのメリット 

(5) 国のデジタル田園都市国家構想との関連 

一般質問２ 

パートナーシップ制

度導入の進捗状況に

ついて 

(1) 制度導入に向けたこれまでの三木市の取組 

(2) 人権尊重のまちづくり推進審議会の意見 

(3) 市民への啓発や意識調査の実施 

(4) 制度導入に反対する市民への対応 

(5) 今後のスケジュール 

一般質問３ 

高校の再編について 

(1) 統合検討委員会の構成メンバー 

(2) 会合で示された三木市の意見 

(3) 12月の３者懇談に向けた中学校への情報提供 

(4) 生徒や保護者の不安への対応 

(5) ３校統合についての教育長の見解 

一般質問４ 

施設一体型小中一貫

校について 

(1) 三木市小中一貫教育推進協議会の開催状況 

(2) 推進協議会の小中一貫校設置に関する意見書の取り扱い 

(3) 東条学園を視察した協議会委員の感想・意見 

(4) 小中一貫校開設までのプロセス 

(5) 小中一貫校導入に向けた今後の取組（ハード面・ソフト面） 
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令和４年９月定例市議会の質疑・一般質問 

 

 ９月１４日（水） 午前 10 時～ 質問者順  

 

① 板東聖悟議員 〔日本共産党〕 

発 言 事 項 内       容 

質疑１ 

第48号議案 

三木市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 

(1) 使用料１人１年2,000円の根拠 

(2) 木曜日の休場日 

(3) ５歳未満の使用料 

(4) 指定管理者の管理範囲 

(5) 使用料の未払い利用者とヘルメット未使用利用者の把握と対策 

一般質問１ 

スケートボードパー

クについて 

(1) 建設経過 

(2) 利用状況 

ア 登録者数と市内市外の状況 

イ 年間の利用者数 

(3) 近隣市町の状況 

(4) 改修状況と今後の方針 

一般質問２ 

中央公民館等複合施

設基本構想について 

(1) 防災備蓄倉庫の機能を設置しようとしているが、地理的問題は

ないのか 

(2) 駐車場台数約100台は複合施設として十分なスペースなのか 

(3) 三木市全体における中央公民館の役割とは 

(4) 三木地区の公民館の役割として、他の公民館と比べて範囲が広

すぎないか 

一般質問３ 

生徒指導提要の改正

について 

(1) 生徒指導提要とは 

(2) 校則について大きな見直しがなされた内容 

ア 校則のＨＰ等で公開 

イ 校則を制定した背景の明示 

ウ 校則を見直す場合にどのような手続きを踏むべきか、その過

程を示す 

(3) 今後の対応 

一般質問４ 

三木市内のナラ枯れ

について 

(1) 昨年12月以降の三木市内のナラ枯れ被害の広がり 

(2) 倒木などの被害を未然に防止する市独自施策の検討 

 

② 大西秀樹議員 〔志公〕 

発 言 事 項 内       容 

一般質問１ 

農業政策について 

(1) 農業資材の高騰に対する支援策 

(2) 獣害対策のための野生動物共生林整備 

(3) 有害鳥獣対策事業補助金の内、柵の設置補助についての更新

（追加）に対する補助の在り方 

(4) 獣害についての情報共有の現状 

一般質問２ 

三津田地区内を通る

呑吐ダム管理用道路

(1) 管理者及び過去からの経緯と現状 

(2) 危険箇所及び周辺整備（道路、旧キャンプ場跡） 
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及びその周辺の管理

について 

一般質問３ 

スマートシティモデ

ル地区について 

(1) 具体的な市の取組内容 

(2) 予算規模 

(3) スケジュール 

一般質問４ 

妊婦等に対する補助

制度について 

(1) 産後ケア費助成事業について、利用日数の決定方法並びに、期

間を延長する場合の判断基準 

(2) 妊婦健康診査費助成事業の助成券（額面）の検討 

(3) 乳房管理指導等助成（現在は償還払い）へ助成券制度も取り入

れること 

(4) アプリ「母子モ」の活用状況及び検証スケジュール 

一般質問５ 

次年度より文科省が

取り組む特異な才能

のある子どもへの支

援について、及び不

登校児童・生徒につ

いて 

(1) 文科省が取り組む特異な才能のある児童生徒への支援内容 

(2) 不登校児童生徒の人数推移 

(3) 不登校児童生徒の義務教育卒業後の継続したサポート体制 

(4) 不登校の子どもの支援に取り組むＮＰＯなどとの連携の状況及

び方針 

 


